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関
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事
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局

青
森
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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和
七
年
三
月
三
十
一
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

青
森
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
青
森
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
。
以
下
「
行
政
組
織
規
則
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
「
、
行
政
組
織
規
則
」

を
「
、
同
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
行
政
組
織
規
則
第
四
条
」
を
「
青
森
県
行
政
組
織
規

則
第
四
条
」
に
、
「
及
び
行
政
組
織
規
則
」
を
「
及
び
同
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
各

課
」
の
下
に
「
（
室
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
（
地
域
県
民
局
に
あ
つ
て
は
、
部
。
第
二
十
条
第

一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
十
六
条
第
三
項
中
「
所
在
地
の
区
域
を
所
管
す
る
地
域
県
民
局
の
所
管
区
域
（
行
政
組
織
規
則

第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
管
区
域
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を

「
所
在
す
る
次
に
掲
げ
る
区
域
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

青
森
市
及
び
東
津
軽
郡
の
区
域

二

弘
前
市
、
黒
石
市
、
平
川
市
、
中
津
軽
郡
及
び
南
津
軽
郡
の
区
域

三

八
戸
市
及
び
三
戸
郡
の
区
域

四

五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、
西
津
軽
郡
及
び
北
津
軽
郡
の
区
域

五

十
和
田
市
、
三
沢
市
及
び
上
北
郡
の
区
域

六

む
つ
市
及
び
下
北
郡
の
区
域

第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
中
「
そ
の
」
を
「
同
項
各
号
の
区
域
ご
と
に
、
そ
の
」
に
、
「
所
在
地

の
区
域
を
所
管
す
る
地
域
県
民
局
の
所
管
区
域
内
」
を
「
所
在
す
る
当
該
区
域
内
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
訓
令
甲
第
十
四
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

職
員
の
日
額
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

職
員
の
日
額
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
日
額
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
八
月
青
森
県
訓
令
甲
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
六
、
七
六
〇
円
」
を
「
六
、
八
三
〇
円
」
に
、
「
六
、
六
三
〇
円
」
を
「
六
、
六
七
〇

円
」
に
改
め
、
「
第
一
部
・
第
二
部
特
別
課
程
研
修
」
の
下
に
「
（
法
制
集
中
研
修
を
受
講
す
る
場

合
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
（
法
制
集
中
研
修
を
受
講
す
る
場
合
に
係
る
も
の
に
限

青
森
県
報
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る
。
）
」
を
削
り
、
「
六
、
八
九
〇
円
」
を
「
六
、
九
八
〇
円
」
に
、
「
六
、
九
〇
〇
円
（
法
制
集

中
研
修
を
受
講
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
、
七
三
〇
円
）
」
を
「
六
、
八
六
〇
円
」
に
、

「
六
、
六
一
〇
円
」
を
「
六
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
四
〇
〇
円
」
を
「
六
、
五
一
〇
円
」
に
、

「
二
、
九
二
〇
円
」
を
「
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
、
九
九
〇
円
」
に
改

め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
職
員
の
日
額
旅
費
支
給
規
程
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
以
後
に
出
発

す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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